






































= 0 on @ 
 (0;1);
u(x; y; 0) = u0(x; y); v(x; y; 0) = v0(x; y); w(x; y; 0) = w0(x; y) in 
:




F (u; v; w; ) :=
24u  r  (urw) + 1  u1
 ( v + u)
1
 (w   w + v)
35 = 0; (1)
F : H2 (
) L2 (
)H2 (





 = (0; l ) (0; p3l ) (l > 0) ; H2 (
) :=

u 2 H2 (




分岐パラメータを走化性係数  > 0とし，が十分小さいときには安定であるような自明









 (q +r   r)








と表される．ただし，mn(x; y) := cos (lmx) cos (
p
3lny). これを (2) に代入することで
線形化問題はフーリエモード (m;n)に関する次の方程式に帰着される：24 (Mmn + ) 0 Mmn1
  1 0




ここで，Mmn := l2(m2 + 3n2). ここまで準備することで，分岐点候補
 =
(Mmn + 1)(Mmn + )
Mmn
(=: mn)


























が存在することを示した．ここで，(eu(s); ev(s); ew(s); e(s)) 2 X  Rは sに関する滑らかな
関数であり，pmn =Mmn + 1 =
mnMmn
(Mmn + )
. また，dimKerF(u;v;w) (mn) = 2の場合，
六角形パターンに対応する自明解から分岐する非自明解の存在についても証明した．
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